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清心語文　第 13 号　2011 年９月　ノートルダム清心女子大学日本語日本文学会
寛政三年一一月刊『俳諧秘事満津毛』
小本一冊。寛政三年冬、三居庵古音自序。寛政三年一〇月、滕伯順跋。京都田中汲古堂刊。俳諧作法書。父飛良の著『俳諧近道』 （明和五年刊）に続き、さらに奥義を著わすも として諸家の口決を選び集める。 「俳諧の実情は万民日用の制度なる事」 「切字秘伝の事」 「花の句桜の句の事并花に芳野
 
花に桜
 正花論」ほか一二項を説く。
寛政四年正月『古刀銘尽大全』
大本九巻九冊。寛政三年、 羽林次将藤原朝臣序。寛政三年春、仰木伊織菅原弘邦自跋。寛政三年一一月、吉川豊昌跋。寛政三年一一月、坂上是村跋。京都田中庄兵衛等刊。刀剣鑑定手引書。慶長 六年成の刀剣秘伝書『古今銘尽』より長年を経た時宜に応じて編纂。一巻「初心目利手引」 「目利心得次第」等、二・三巻「諸鍛冶系図秘談抄」 、四巻「番鍛冶三通鍛冶同銘寄」等、五・六巻「刀剣見様之事」 、七巻「焼刃中心押形并
　
近世中期、寛政年間に数点の編著をのこした三居庵古音とい
う俳人がいる。伊勢蕉門の乙由の門人飛良の男で、名を弘邦といい、京都に住し、祇園社の祠官であったという。この人について従来取り上げられたことは少ないが
（注１）
、本稿では、近世
中期の京都における文学者 ちの活動の一端を見るべく古音に着目し、その伝記と著述活動を周辺環境とあわせて整理することを試みた 。加えて、 古音の著作のうち俳諧作法書の一点で、確認できる板本 極めて少ない『俳諧実語教』を翻刻、紹介することとする。
一
　
解説
（一）古音の編著 伝記　
まず、古音の編著と確かめられる書物をその概要とともに掲
げておく
（注２）
。
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寛政五年一一月刊『古音句集前編』
半紙本一冊。自序。寛政五年一〇月、思斉散人跋。三居庵蔵板、京都吉野屋為八刊 句集。芭蕉百回忌追福として年来の自句から編纂。 春の部一四三句、 夏の部八〇句、 秋の部八四句、冬の部九二句、追加（芭蕉百回忌追善句）一句の計四〇〇句を収める。なお、本書の後編については不明。
　
以上が、現在板本を確かめられるものであるが
（注３）
、このほ
かに『享保以後江戸出版書目』
（注４）
によれば寛政四年四月刊『古
刀手鑑』 （薄用二ッ切壱折）一冊があり、この書目は板本付載の出版広告にも見られる。　
続いて右の著書等にも拠りながら、父の飛良と古音 伝記に
ついて見ていく。まず、父飛良は冒頭に述べたように乙由門の俳人で、編著に撰集『諫皷鳥』 （宝暦七年自序）
（注５）
と前出の
作法書『俳諧近道』 （遺著）があり、 『俳諧近道』の序には「芭蕉庵三世
　
三居庵飛良」と名乗っている。飛良と古音の父子に
関しては、 『京都名家墳墓録』
（注６）
「菅原弘邦（※筆者注︱古音
を指す）墓」として次のよう ある。
同誠心院。 （中略）面に、安萬のはらわれも霞の中にある三居庵古音、右側に、寛政四壬子年仰木伊織菅弘継父志謹
彫物」 、八・九巻「中心銘押形」より成る。
寛政五年正月刊『俳諧秘傳ちか道集』（明和五年刊、飛良編『俳諧近道』の再撰（補訂） ）
小本二巻二冊。宝暦九年九月、 三居庵飛良序。明和五年一月、三居庵古音跋。明和五年三月、京都中西卯兵衛・田中庄兵衛刊。 （以上は『俳諧近道』より残る。 ）寛政五年春、 古音跋（ 「再撰辨」 ） 。寛政五年一月、京都伊勢屋庄助・吉野屋為八刊。俳諧作法書。 『俳諧近道』は飛良が生前著し遺し、古音が刊行したもので、 「俳諧之大意」 「俳諧字論の事」から「会席心得の事」まで計一〇五項と「假字つかひ大意」から成 『俳諧秘傳ちか道集』における補訂では、 四季発句寄」を「四季詞寄略注」に改めるほか、収載語の入替や文章の増補がなされる。
寛政五年一一月刊『俳諧実語教』
半紙本一冊。寛政五年冬、吉川豊昌序。寛政四年三月、古音自跋。寛政五年一二月、京都吉野屋為八刊 作法書 俳道の実意・心得を説き、 「俳諧実語教」と「俳諧一枚起請」から成る。 「俳諧 枚起請」は、利休作と伝わる茶道の一枚起請および法然の一枚起請文に擬した文章 、これに注解を施し、例句を掲げる
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志を継んと思ひ立て、つたなくも愚句を記し、なかく世に施せんものを 石にきさみて、和泉式部の塚のほとりに是を建侍る。父 塚もかの誠心院にそ侍りける。
　
古音は俳諧師としては一六歳で宗匠となったこと、他方で本
阿弥に刀剣の目利きを学んでいたこと、そして安永始めに（前掲の『京都名家墳墓録』によれば安永三年に祇園社司として）仰木氏 家を継いだことが明らかとなる。刀剣の目利きに関して、本阿弥家はその鑑定で著名であるが、古音がそれを学んだことは『古刀銘尽大全』からも確かめら る。 『古刀銘尽大全』の吉川豊昌跋は「壮年の頃より本阿弥数度の在京に日を重ねとしをつもり昼夜霜雪のいとひなく終に其道の妙術に至り人挙て名誉の業なり 賞し」 、坂上是村跋は「曩時有本阿彌光刹
ト云
者
一
妙
ナリ三
於相
スルニ二
刀剣
ヲ一名声藉甚子孫襲
キレ業
ヲ為
リ二世
ノ矜式
一仰木弘邦従
ツテ
而学
フレ之
ヲ
研精数戴得
テ二之於目
ヲ一而応
ス二於心
ニ一」としている。さら
に『古音句集前編』収載の数句にも「本阿弥十良右衛門へ予か家の集ちかみちを送るとて其包帋に 「本阿弥先生難波にありし時都 流れも其所によりて名をかへ一夜 会に浪花の交りをなすこゝろを申送り侍る」などとする前書があり、古音 本阿弥氏との交流が窺い知られ 。しかし、もう一件の、古音が祇園社の仰木氏の を継 だとすることについて 、いまその委
建之、裏に、
姓菅原、名弘邦、字曰古音、父名弘佐、諱飛良菅家末葉、江州蒲生郡山田和泉守六世孫、濃州大垣之産也、娶同州芝原北方渡邊氏女、宝暦年中澄居京師、以大倉為氏矣宝暦十二年三月四日病終於家壽五十有一葬京誠心院 側、男弘邦、安永三年有故 而祇園社司相続仰木之家云。
　
誠心院は、藤原道長の草創、和泉式部が住み、式部の塔があ
る真言宗の寺院である。この記述から、古音が寛政四年に誠心院に碑を建立したこと等が判るが、此等の事情が跡付けられ、また古音の閲歴が最も明確に述べられている が、 『古音句集前編』の自序である。 『古音句集前編』には、見返しに「あまのはらわれも霞 中にあり
　
三居庵古音／京極和泉式部誠心院
建之」と前述の句碑を挙げており、続く自序には、古音が父飛良のもと七歳より俳諧に勤しんだことを述べ、さら 次のように記している。 （句読点は引用者による。 ）
たれかれのすゝめにまかせ、十六歳の夏の頃、終にかそふる師宗の烈に並ひ、且壮年の頃より刀剣を好て、本阿弥在京ありし折〳〵は、数に道をたつねて目利を稽古す。父は宝暦の終 には なくも黄泉の客となる。予ゆゑありて安永の始、東山のふもと る仰木の家を継侍れは、爰に父
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のである。文中に俳諧の道を「万民日用の制度」と述べているのは、前年刊行の俳諧作法書『俳諧秘事満津毛』の冒頭に「○俳諧 実情は万民日用の制度なる事」 として説くところである。『俳諧秘事満津毛』の当該条では「凡俳諧といふは本朝人倫の常にして天も感応し神も納受まします なれはよく人 心躰ををさめ身脩によつて家を齋国を治 かあれは平天下の器なりと知るべく」 、 「万民の身にしばらくも俳諧の なるゝ事なし
　
かしこきもつたなきも夫〳〵に智仁勇そなはり人に対して夫是よをわかち其日其時の趣向に遊ばゝ五倫 交り言語 切字ありててに はをたがへす差合去嫌付肌よく弁へずしてははいかいせぬ人も世事にあづかりがたし」と叙述しており、 前掲 古刀銘尽大全』本文は れと似通う。古音が同じ主意を いて諧と 剣の心得を説く ころ 見出される である。（二）周辺環境　
古音の編著の板行には、明和五年から寛政四年までの『俳諧
近道』 、 『俳 秘事満津毛』 、 『古刀銘尽大全』に田中庄兵衛（汲古堂） 、寛政五年の『俳諧秘傳ちか道集』 、 『俳諧実語教』 、 『古音句集前編』に吉野屋為八が携わっ いる。この二軒の京都書肆に着目し、出版の事情を考える。
細を明らかにし得ていない
（注７）
。
　
冒頭に掲げた古音の編著は俳諧作法書と刀剣の目利手引書の
二種にわたっており、ここまで見たように古音の閲歴としても俳諧と刀剣の二つの道 係る とが跡付けられた。そこで古音におけるこの二点の連関に目を向けておき い。 『古刀銘尽大全』 は、刀剣所持の心得を説いた条に次のようにある。
凡刀剣は神代の始より国家を治る器なりといふ事は人よく知る所也（中略）三種の神宝の理をもつて万民銘々の身 脩家を齋剣にして智仁勇の三ッはかしこきもつたなきも夫々に人々生れ得たる所の神宝也心の玉。心の剣。心の鏡。此あつかひをしらば。明徳内にありて外にあらはるゝ
　
銘々朝夕万好む所に片寄るが
故に此徳をうすくす
　
剣に道をしらば。己を知るべく和歌にも玉
鉾の道といふ深き子細を信すべし
予多年芭蕉門の俳道にあそふ万民日用の制度にして遊芸にあらすつたなくも一章を餘紙に記してふたつなき道の意をいさゝか好士に語らむとす　　
天の原われも霞の中にあり
　　
三居庵古音述
　
ここで刀剣の道に繋げて自身の俳諧の閲歴に言い及んでいる
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催され、蕪村没後にこれを編纂した句集（百池跋による）である。ほかに俳書の出版は、 本稿に述べた古音による作法書三点、宝暦一三年刊『誹諧季寄早合点』 （江桟著） 、天明二年刊『俳題正名』 （鷺喬著、季寄） 、寛政七年刊『俳翼』 （秋里籬島著、作法書）を開板し、 また『聞盃』 （風状著、 作法書、 但し求板） 、 『華実年浪草』 （麁文著、 季寄、 但し求板）と、 前出『附合てびき蔓』とともに、季寄や作法書の類を手がけたことが顕著である。さらにほかの領域の開板書目に目を向けると、漢詩の辞書・手引書である天明七年刊『詩文玉藻』 （龍草廬閲）と天明八年刊『詩学速成』 （藤堆徳士俊編）や、寛政八年刊『絵引節用集』 （秋里籬島著）などと、多岐 わたり実用向きな性質の書物を板行した様子が見出され 。以上のようなことから 古音 編著である俳諧作法書と刀剣手引書の制作・出版は、こ 二領域に係る古音の閲歴と、同時代の俳諧作者でもある書肆田中庄兵衛 出版傾向とが相俟ってなされた 理解することができるのではないだろうか。　
なお、もう一軒の吉野屋為八は、 『都名所図会』の板元とし
て知られ、その作者で俳諧の作法 も著した秋里籬島 関係の深い書肆である。吉野屋 その出版活動のうちに古音 編著手がけていることに関しては、かつて拙稿「吉野屋為八の出版
　
書肆に関して著作中には、 『古刀銘尽大全』の吉川豊昌跋に、
「爰に汲古堂のぬし願はくは古写の誤りをたゝし累代の闇を照して好士の使筧となさむものをとひたすらに乞て古刀銘盡といへる一巻を得たりぬ」とあり、 同書の古音自序に（先行書の『古今銘盡』その他刀剣秘伝書、および古音の書き留めた刀剣の記録のあることに触れて） 「或日何かし来りて是をこと〳〵く附合し其疑敷を除き たより なさむ事 乞ふ」とあるのも右の事情を指す 思わ る。これらに拠るならば、 肆の側の意向が窺えよう。また同書巻末には「汲古堂蔵版目録」として『古今銘尽』七巻、 『古刀銘尽大全』九巻、 『同大全懐本』三巻、『古刀手鏡』一折、 『銘尽秘伝書』二巻、 『古刀即鑑』一折、 『類字銘尽』 一巻、 『古今名鍛冶角力』 一折、 『古今角力銘尽』 一折、 『同増補韻懐本 折の計一〇点が掲げられ おり、刀剣関連の類書の板権をある程度まとめて所持した、板元田中庄兵衛の側の状況が捉えられる。　
田中庄兵衛は書肆であるとともに、佳棠の俳号で蕪村の門人
でもあった。その関係とし 手がけた書物に、天明四年刊『蕪村句集』 、 天明四年刊『花のちから』 、 天明六年刊『附合てびき蔓』（几董著） 、天明六年刊『俳諧点印論』 （几董著）がある。 『花のちから』
（注８）
は、佳棠の発起で天明三年春より蕪村判の句会が
五〇
［外題］
 
左肩に双辺枠の題簽「俳諧實語教
　
全」 。
［見返］
 「三居菴古音先生編／俳諧實語教／并一枚起請註發句入
　
書林永昌堂」
［板心］
 「実語教
　
一（〜九終） 」
［行数］
 
半丁に一〇行。
［広告］
 
巻末に「古音先生著目録」 。 『俳諧ちかみち大成』 （ 「二冊増補
　
切字てには秘傳当流諸法式四季詞寄并かなづ
かひの法」 ） 、 『同秘事まつ毛』 （ 「一冊
　
切字秘決附合
古実執行 心得其外口受をあからさまに記す」 ） 、 『同實語教』 （ 「一冊
　
俳道実意の大むねを委記す并註發句
入」 ） 、 『古刀銘盡大全』 （ 「九冊
　
古今銘盡を改正増補
し目利手引鍛冶系圖を委記す」 ） 、 『同手鑑』 （ 「懐中折本
　
焼刃を以て目利の手引を委くし作の上中下を記
す」 ）の五点を掲載。
［刊記］寛政五癸丑年十一月      　　
   皇都書林
　　
御幸町五條上ル
　
吉野屋爲八
　
なお、 『俳諧実語教』 の諸本について、 日本古典籍総合目録デー
タベース（国文学研究資料館）では東京大学総合図書館洒竹文庫蔵本の一点が確認できる。
活動」
（注９）
に、田中庄兵衛から既刊の古音作品の板権を買い取
り、続けて古音の著作を出版していること、また吉野屋と田中庄兵衛は籬島による作法書『誹諧早作伝』の相板者の一人という関係であることを述べた。また籬島は俳諧において、貞門系の而咲堂練石に師事し、寛政頃から闌更との関わりを強めて蕉風復興運動に連なっていく経歴を持つが
（注
10）、古音の父飛良
は而咲堂関連の撰集に入集し
（注
11）、その著『諫皷鳥』に練石
が跋文をおくるという状況も見られ、師系は異なるが、これらの人々の活動圏は同時代の京都俳壇周辺に捉えられよう。そして『古音句集前編』が芭蕉百回忌追福集であ が、 『俳諧近道』や『俳諧秘事満津毛』もまた、師系 従 蕉門を打ち出し 作法書である。寛政年間に け 古音 編著の相次ぐ板行は、時代の俳壇情勢としての蕉風復興運動 隆盛、殊に寛政五年 芭蕉百回忌を要因とするところが大きい 見ることができるのではないだろうか。（三） 『俳諧実語教』の書誌　
本稿で翻刻するのは、筆者所持の『俳諧実語教』刊一冊であ
る。書誌的事項 次の通りである。［表紙］
 
縦二二・一糎、横一五・八糎。縹色、布目文。
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とおもふは未
イマダ
知らざる人也。わづか十七字の中に無
ム
益エキ
の詞有べ
からず。直
ナホ
しても直しかたきは誠の名句なり。わざと異
ヰ
風フウ
の切
字
詞コトバ
を用ひて
耳ミゝ
を
驚オドロ
かし、めづらしき詞
古コ
語ゴ
を
専モツハラ
として
姿シ
情ジヤウ
の
聞キゝ
所ドコロ
なきを
慎ツゝシム
べく、
師シ
を
頼タノ
まずして早く上手の数に入
ル（二
オ）俳人おほく千
セン
歳ザイ
の後
ノチ
に恥
ハヂ
をのこす。風
フウ
雅ガ
は其人の魂
タマシヰ
のうつ
る所たとへば陰
カケ
と形
カタチ
とのごとくなれば、よく恥
ハヂ
しりてたしなむ
べきの第一なるを、今のはいかいは座
ザ
興ケウ
のたはふれに似
ニ
て実
ジツ
意イ
うすく句
ク
主ヌシ
の心
シン
底テイ
こそおもひやらるゝ浅
アサ
ましき姿
スガタ
なり。或
アルヒ
は蕉
門なりといひて何
ナニ
の聞
キゝ
所ドコロ
もなき句の風
フウ
体テイ
に力なき有。誠
マコト
古人の
はらわたをしらずして眼
ガン
前ゼン
の姿
スガタ
手くせを似
ニ
するよりの病
ヤマヒ
となり
（二ウ）俳道のすたれるに
似ニ
たり。
極ゴク
楽ラク
往ワウ
生ジヤウ
の
念子ン
佛ブツ
もうたがひ
ありてはいかゞ侍らむ。此うたがひこそまぬかれがたきの第一なるべし。さればはいか もたゞ推
スヰ
量リヤウ
の私
ワタクシ
にてはいかに句をつ
くるとも皆
ミナ
似ニ
せ物にして是ぞと曾
ヱ
得トク
すべき事あたはず。ある日
二三子のすゝむるにま せ其あらましを反
ハウ
故ゴ
のはしに書つゞり
て曰。 （三オ）
二
　
翻刻
（凡例）翻刻にあたり、句読点を施した。清濁は原本の通りで
ある。丁移りは（
　
）で示した。虫損で判読不能の箇
所は□とした。なお、原本では注釈が割書の体裁である。
　　
序
あまねく俳書日ゝに出侍り、海内是をもてあつかふ事盛に て其枝流 ち〳〵也。こゝに三居菴の先生、年頃此道に秀て実意の大むねをあからさまに語りたまふ。是を聞人わすれかたくふところにせしを、願はくはあつさにちりはめて世にひろくなさんこ を乞へともかの翁のゆるしたまはさ しか 終 こひもとめて小冊となし、俳諧実語教と（一オ）いへる題を記し侍りぬ。社中の童女のはいかいせぬ輩も是なんよろしきとおもはゝ是を用ひ、あしきとおもはゝ是をすつへ 。好きらふ所は其人により其時によりてうつり る事も亦すみやかなるもなれは、あなかちに定かたくて終にはよき道に入たらんこそ本意なるへしとおもふ事しかり。　
寛政五丑年冬
　
平安
　
吉川豊昌
　　 　　　　　　　
（印記「豊昌」 「王永思又」 ） （一ウ）
五二
但、切字秘決執行の心得は、ひじまつげといへる書に委記し置侍る。
○俳諧といへるは和漢
カン
の風流にして、
發句に人情をしり付句に世事の変
ヘン
化クワ
を弁へ只姿情をのみ専
らとすれは、句の表はめづらしき詞ならずとも聞えて姿と情のふかき根にいひなすこと、詩哥連俳只其言句の誠より志す所は万法一如なり。
露にぬれて花一もとを折んとすすゝしさや女見えすく玉すたれふらぬ日も音を時雨の木の葉哉（四ウ）
此句、或人風枯木を吹ば いへる所眼前た といふ。予作れる時に其むつかしき趣向更になし。聞人かくいへはいかにも趣意の夫に叶ひ侍るこそをかし。又曰、後拾遺集に　
木の葉ちる宿は聞わく事そなき時雨する夜もしくれせぬ夜も
是は、源頼實一生のうちに名哥よませ玉へと住吉月詣してよめると云り。
○十七文字を並へるにかぎらず人々常の行作に備り侍る。
　　
俳諧一枚起請
俳諧といへるは和
ワ
漢カン
の風
フウ
流リウ
にして、十七文字を並
ナラ
べるにかぎら
ず人々常
ツ子
の行
ギヤウ
作サ
に備
ソナハ
り侍り。万
バン
事ジ
に片
カタ
よらずして世
セ
事ジ
の中
チウ
庸ヨウ
に
遊アソ
ぶを俳諧としるべく、切字といふもてにはといふも自
シ
然ゼン
と其
ソノ
中ナカ
に籠
コモ
り侍れば、まして差
サシ
合アヒ
も去
サリ
嫌キラヒ
も自
ジ
己コ
と知るべく、附
ツケ
肌ハダ
は
主シユ
人ジン
の好
コノミ
にまかせ其
ソノ
日ヒ
其ソノ
時トキ
の趣
シユ
向コウ
に遊
アソ
べは、其はいかいの稽
ケイ
古コ
を哥
カ
仙セン
とも百員
ヰン
とも（三ウ）名付て、天地自
シ
在ザイ
の風
フウ
流リウ
に遊
アソ
ぶと
心コゝロ
得エ
侍りて句をつくれる外に別
ベツ
の子
シ
細サイ
候はず。此
コノ
外ホカ
にむつかし
き事を存せば俳諧の本
ホ
意イ
にたがふべし。博
ハク
学ガク
多タ
才サイ
の人も愚
グ
痴チ
文モン
盲モウ
の人に同うしてたゞ昼
チウ
夜ヤ
におこたらずはいかいを執
シユ
行ギヤウ
し、か
ならず片
カタ
よる事あるべからずといふ。
今此一枚起請は、いさゝか門人のたづねにまかせ、茶道に利休居士の一枚起請を見侍るより其いにしへひじりの念仏に他
タ
念子ン
なく示
シメ
されし唐土わが朝といへる古き文句にすがり
侍れは、おのづから似
ニ
せものゝ死物と成事多ければ、さ
み其文章にかゝはらずして只 いかい 大むねをのみ記し侍る事となりぬ。 （四オ）しか又是に所〳〵
註チウ
せよと童の
いへるに辞
ジ
しがたくて、愚句を記し其あらましをいさゝか
初心の徒に示し る。
五三
ウ）外にうとく成、是を中庸の志にとがめられ他を見て遠
ヱン
慮リヨ
するが俳諧なり。手に
魂タマシヰ
有ては是に用をなさず、足に
魂有ては手も動かず眼もわかちがたし。いつも臍
サイ
下に魂を
納めは万事にわたらず いふ事なし。しばらく花を詠月をながむるもよく見入 る時は、其人の形ある事を忘れ魂は見る所のものに
奪ウ□□
（注
12）
れ侍る。暫は形ありながらも
死シ
し
たる同前の人躰なり。 よく考てしばらくも忘るまじきなり。
我顔へ照るとはしらぬ月見哉ほとゝきす橋から落る人も有命あれは咲日にあひぬ菊つくり
○切字といふもてにはといふも自
シ
然ゼン
と其中に籠り侍れは、まし
て差合も去嫌
キラヒ
も（六オ）自
ジ
己コ
としるべく、附肌
ハダ
は主人の好にま
かせ其日其時の趣
シユ
向コウ
に遊
アソ
べは、
士シ
農ノウ
工コウ
商シヤウ
世事に
交マジハ
るに付ては、其場所を考へ一言の詞に
決ケツ
談ダン
の要
エウ
文を弁へ其人に應
オウ
じての思
シ
慮リヨ
あるべく万事は主人
の好む所に随ふものなれば、返す〳〵も恐れ慎
ツゝシム
べく深く遠
慮あるべし。
さながらに心のうつる蓮かな人を化す獣
ケモノ
も有に鳥おどし
しふ柿の渋をとらるゝ浮世哉
客キヤク
人来れは亭主夫〳〵の挨拶をする、是則發句脇なり。夫
より万事にうつり花鳥風月雑談さま〳〵と茶話に遊ふを百員の巻をいたすと心得、其はなし挨拶を紙墨にうつし余人に見せたらんに風流なる詞も有べし。或は色欲のみはなれがたく非道にして愚
ク
痴チ
文モン
盲モウ
成物がたりの前後不都合なるも
有べし。さながら他所へ出されぬ俗談も有べし。これみな其集る人の腹
フク
中のうつる跡なれは障
シヤウ
子ジ
越に聞たらんも恥か
しかるべし。是を俳諧の遊びと心得、句をせずとも常に人倫リン
の道を忘れまじく（五オ）詩哥連俳只言句に誠をつくし
こゝろを風流にあつかはゞ、国の制
セイ
度ド
も誰
タレ
か為
タメ
にかせん。
迚トテモ
なら清水に馴
ナ
染ジ
め蓮の花
あたら日を長きと思ふ恋路かな母親の寐ぬとはしらぬをどり哉恥かしき人の心や菊のはな
○万事に片よらず世事の中庸
ヨウ
に遊ぶを俳諧としるべく、
あしきとはしりながら好むといへる無據にひかれて自分と少はゆるし侍るよ 始り、後には片よ と氣も付ず日を送る。日〳〵深入してあとをも見かへらずおのれ〳〵が好の岩穴に落入、世界の風流を見る事あたはず。多
オホ
くは欲に片
より女に片より 又は飲酒諸藝細工其外好む所あれば（五
五四
何おもふ花咲頃の都人花か我かわれか桜かおもしろや夕たちや走
ハシ
る跡から晴て行
画ヱカイ
てもゑかゝれぬものは月夜哉
○此外にむつかしき事を存せは俳諧の本意にたがふべし。
本来一物なしともありとも答
コタヘ
る人あれは一物あり。一物あ
れは則はいかいあり。百千万の法式は何よりか始る。□
チ
（注
13）
眼前にありともなしとも自由自在の通力をしらすや。
（七ウ）
手にうけて消
キエ
ぬものなら露の玉
佛にも月日照れはそ光りけるあまの原われも霞の中に有
○博
ハク
学ガク
多タ
才サイ
の人も愚
グ
痴チ
文モン
盲モウ
の人に同うして只昼夜におこたらず
俳諧を執
シユ
行ギヤウ
し、
書をよみ才智ある人は、おのづから我意を立るより世事の俗に合
ヒかぬるものなり。よく
押オシ
うつりて利口を出さず文
盲の人 も間に合ふやうにする事則俳諧の差
サ
畧リヤク
なり。
横町も行ねはならぬ暑さかな貧マヅシ
くて椎
シヒ
を賣けり京の町（八オ）
みどり子の扇明るや左り前
鰒フグ
くふて度〳〵ひらふ命かな
○其はいかいの稽
ケイ
古コ
を哥仙とも百員とも名付て、
世事に交り物になれたる人の志をしらんがため、發句と付句に人情の実
ジツ
意イ
を習ふ。哥仙とは（六ウ）三十六句、和哥
の本体 して口傳にいふ哥は五句に三十一字なり。連哥は長短 付合て連る哥なり。本式十八 て 八首は十八神道なり。三十六句を合て長哥一首と見 べし。百員は四季八卦の道理より年中の遊びに同し。はいかいといへるも則連ツレルウタ
哥なり。俗
ソク
談タン
其まゝに自在をなすが俳諧なれは、かなら
ず日用に五倫のまことを忘るまじき也。
むかしから流れて今も清水哉わが物てなくてもうれし稲の花そだちとはいへどふくべは瓢かな
○天地自
ジ
在ザイ
の風
フウ
流リウ
に遊ぶと心得侍りて句をつくれる外に別の子
細候はず。
我をわすれ足
タ
る事をしらさるはむかしよりいましむる所な
れとも、是をよく守
マモ
る人又すくなし。万物生（七オ）ある
もなきも四時にうつりかはりて夫〳〵の風流そなはり侍る。己
オノ
が心のとり廻
マハ
しによりて人々苦
ク
楽ラク
のわかちをあらは
す。
五五
満津毛』︱国文学研究資料館蔵麗澤大学図書館田中文庫蔵本マイクロフィルム、 『古刀銘尽大全』
︱
国文学研究資料
館蔵金沢市立玉川図書館近世史料館稼堂文庫蔵本マイクロフィルム、 『俳諧秘傳ちか道集』︱筆者所持本、 『俳諧近道』︱国文学研究資料館蔵松宇文庫蔵本マイクロフィルム、 『俳諧実語教』
︱
筆者所持本、 『古音句集前編』
︱
国文学研究
資料館蔵某家蔵本マイクロフィルム。 引用もこれらに拠る。
　
３
　
なお、同名の俳人に、備中笠岡の古音（別号、延養亭）
がおり、文化年間の撰集『心のしみつ 『後の清水 はその編書である。
　
４
　
新訂版、平成五年、臨川書店。
　
５
　
天理大学附属天理図書館綿屋文庫蔵。
　
６
　
寺田貞次著、大正一一年、山本文華堂。
　
７
　『名家伝記資料集成』に「
仰アフ
木ギ
際サイ
蔵ザウ
　
京都祇園社中
　
文
政十年景範門
　
加藤景範入門誓盟録附姓名録」との祇園社
中の仰木氏の名が見出せる 、古音との関連は不明。
　
８
　
国文学研究資料館蔵香川大学図書館神原文庫蔵本マイク
ロフィルム。 『花 ちから』の成り立ちと内容は、永井一彰氏「夜半亭月並句合
（一）」 『滋賀大國文』一八（昭和五五
年一二月）に詳細に述べられている。
恥かしきわが手跡有土用干
○必片よる事有べからずといふ。
前段万事に片よらずといへる所に委し。
　　
生者必滅不生不滅といへる題にて
散花は又咲花のはしめかな
万に志しあさくては其道を得る事かたし。十度の會に五度出るは無
ブ
情セイ
懈ケ
怠ダイ
といふ也。はいかいにも片よらずしてしか
も中庸をわすれぬをはいかいと御心得候へかし。 （八ウ）
かならず人に論
ロン
ずる事御無用。あしきも善
ヨキ
もみな天地の友なれ
は、万物は我
ワガ
手足と御こゝろ得よくいたはりて、あしき人はわ
が五躰
タイ
の痛
イタミ
所のことく用
ヨウ
捨シヤ
して御とり扱
アツカ
ひ有へく、此方の宜と
存るも他の目には又あしきとや見え侍らむ、只眼前其まゝの俳諧也と御心得 返す〳〵も御油断あるまじく候。　
子三月八日
　　
（印記「三居」 「古音」 ） （九オ）
注
１
　
古音の著作に関する論考には、復本一郎氏「 『俳諧秘事
満津毛』に見える俳諧本質論」 『自鳴鐘』 （平成三年一月）がある。
　
２
　
古音の編著については、次の各本に拠った。 『俳諧秘事
五六
　
９
　『国文』一〇八（平成一九年一二月） 。
　
10　「秋里籬島の俳諧活動」 『近世文藝』七八（平成一五年七月） 。
　
11　
而咲堂一世鞭石追善集『其やなき』 （柿衞文庫蔵） 、鞭石
門知石追善集『廬花翁一七回追福集』 （天理大学附属天理図書館蔵） 。
　
12　
東京大学総合図書館洒竹文庫蔵本に「奪
ウハゝ
」とある。
　
13　
東京大学総合図書館洒竹文庫蔵本に「忽
タチマ
チ」とある。
本稿は平成二三年度科学研究費補助金 （研究活動スタート支援）による成果の一部である。
（ふじかわ
　
れまん／本学講師）
